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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)
本研究課題では、アルキニレンで架橋したピリジル基を持つπ共役亜鉛ポルフィリン二量体2および三量体3の自己集合化挙動を調査した。分子の導電性や光機能の発現において、π共役ポルフィリンのコンフォメーションは極めて重要な役割を果たしていることから、本研究では2および3の自己集合化におけるポルフィリンユニットのコンフォメーションに着目し、導電性超分子ナノワイヤーの開発へ向けた基盤研究を開始した。ポルフィリンアレー2および3は亜鉛—ピリジン間の配位結合によって自己集合化して箱形四量を形成した。分子ふるいカラムクロマトグラフィー、1H NMR、吸収スペクトル、そして蛍光スペクトルなどにより、それら箱型集合体におけるポルフィリンユニットは、主としてπ共役系が途切れた直交型コンフォメーションをとることが明らかになった。直交型コンフォマーは平面型と比較すると、対称性が高く、ユニット間の双極子モーメントが打ち消し合った構造を持っている。そのような理由から箱型集合体は、π共役系が拡張し、エンタルピー的に有利であると予想される平面型構造ではなく、直交型コンフォメーションを主として形成したものと考えられる。ポルフィリン三量体3の自己集合化においても同様に環状四量体の形成が確認され、主として直交型コンフォメーションを形成することが明らかになった。

さらに、アルキニレン架橋ポルフィリン二量体2の自己集合によって形成する集合体は、アキラルなユニットをビルディングブロックとするキラルな集合体であることがわかった。この集合体を不斉炭化水素に直接添加することによる、キラルセンシングに成功した。本研究課題において、箱形集合体による不斉炭化水素のキラル認識におけるアルキニレン架橋の効果と、さまざまな不斉炭化水素のキラルセンシングへの応用の可能性を見いだした。
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	欧文概要　ＥＺ

In this research project, we studied self-assembling behavior of an alkynylene-bridged zinc porphyrin dimer and trimer bearing pyridyl functionalities. Self-assembly of a dialkynylene–bridged zinc pyridylporphyrin dimer and trimer preferentially form a cyclic tetramer consisting of its enthalpically unfavorable perpendicular conformer due to an entropic penalty of the cyclotetrameric planar conformer.  An enthalpic gain of the extended -conjugation of a self-assembling component loses the competition with an entropic penalty of the resulting supramolecular structure in determining the conformational preference.
We further noticed that the perpendicular conformer of the cyclictetramer is chiral, and found that this porphyrin architecture could be utilized in chiroptical sensing of asymmetric hydrocarbons.
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